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１                              問題のページへ 

(1) まず, 点 )0,1(P1 が点 )3,0(P2 に移されることより,  
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また, 2A の表す 1次変換によって, 点 )3,0(P2 は点 )0,1(P1 に移されるので,  
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これより, 13 =bd ……①, 0)3(3 2 =+ db ……②となる。 

②より, 23 db -= となり, ①に代入して, 13 -=d  

よって, 1-=d , 
3
1-=b となり, ÷

ø

ö
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1A である。 

(2) 条件より, 3A の表す 1 次変換によって, 点 )0,1(P1 は点 1P , 点 )3,0(P2 は点

2P に移されることより,  
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これより, kを 0以上の整数とし, 0A を単位行列とすると,  
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(3) )sin,cos(P qq , ),(Q qp とおくと, 条件より,  
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ただし, 
73
3sin =a , 

73
8cos =a とする。 

すると, pq 20 ≦≦ から, 
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［解 説］ 

1次変換の基本題です。(2)は, 問題文から結論が推測できます。
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２                              問題のページへ 

(1) axapxapxxP -+++-= )12()2()( 23 に対し, 条件より,  

pP 610)3( -= ………①, 0)( =aP ………② 

②より, )( xP を ax - で割ると, )12)(()( 2 +--= pxxaxxP   

ここで, 0)( =xP の実数解は a のみより, 0122 =+- pxx が重解 ax = をもつ場

合を考えると,  

(i)  1== pa のとき 
3)1()( -= xxP となり, 8)3( =P から, ①を満たさない。 

(ii) 1-== pa のとき 
3)1()( += xxP となり, 64)3( =P から, ①を満たさない。 

(i)(ii)より, )12)(()( 2 +--= pxxaxxP  

(2) (1)より, 0122 =+- pxx は虚数解をもつことより,  

014 2 ＜-= pD , 11 ＜＜p- ………③ 

①より, ppa 610)169)(3( -=+--  

③から 0610 ¹- p なので, 13 =- a となり, 2=a  

(3) (2)より, 2)14()22()( 23 -+++-= xpxpxxP となり,  

)14()22(23)( 2 +++-=¢ pxpxxP  

関数 )( xPy = が極値をもたない条件は, つねに 0)( ≧xP ¢ であることより,  

0)14(3)22(4 2 ≦+-+= ppD , 0144 2 ≦+- pp  

これより, 0)12( 2≦-p となり, 
2
1=p である。 

なお, この値は③を満たしている。 

 

［解 説］ 

剰余の定理と微分法の応用を組み合わせた問題です。なお, (1)は用心深く書いてい

ますが, 冒頭の 3行だけでも構わないでしょう。 
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３                              問題のページへ 

(1) txxex = ……(＊)より, 0=x または tex = である。 

0≦x≦1における(＊)の解は, t＞1に注意して,  

(i)  1＜t≦eのとき tx log,0=  

(ii) t＞eのとき 0=x  

(2) ò -=
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0
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0
dxtex x に対して,  
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(ii) t＞eのとき 
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(3) (i)  1＜t≦eのとき 

2
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1＜t≦e において, 0)( =¢ tS の解は 2
1

et =

となり, )( tS の増減は右表のようになる。 

(ii) t＞eのとき 

(2)より, 1
2

)( -etS ＞  

(i)(ii)より, )( tS を最小にする tは, 2
1

et = である。 

 

［解 説］ 

定積分の計算問題です。いったん不定積分を求めておいた方が, 計算上, よかった

かもしれません。 
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４                              問題のページへ 

(1) 勝者が 3人であるのは, 3人とも同じ得点のときより, その確率 )3(nP は,  
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(2) 3=n の場合, 勝者が 2 人であるのは, まず勝者の選び方が 3C23 = 通り。次に, 

得点を 2つ選び, 大きい方を勝者の得点に対応させると, その対応は 3C23 = 通りと

なる。これより, 勝者が 2人である確率 )2(3P は,  
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(3) 勝者が 2人である確率は, (2)と同様に考えると,  
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すると, 勝者が 1人である確率 )1(nP は, 余事象を考えて,  

222 2
)1)(12(

2
)1(311)2()3(1)1(

n
nn

n
n

n
PPP nnn

--=---=--=  

(4) 条件より, 9.0)1( ≧nP から, 
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となり,  

29)1)(12(5 nnn ≧-- , 05152 ≧+- nn ………(＊) 

ここで, ( ) ( )222

2
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15515)( -+-=+-= xxxxf とおくと,  

05)0( ＞=f , 09)1( ＜-=f  

よって, 0)14( ＜f , 0)15( ＞f となり, (＊)を満たす最小の nは 15=n である。 

 

［解 説］ 

確率の基本問題です。(3)は(2)を誘導と考えて解いています。なお, (4)は 2 次関数

のグラフをイメージして解いています。また, この設問のみ, 理系単独です。 
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５                              問題のページへ 

(1) 条件より, k, lを 0以上の整数として, 14 += kx , 14 += ly と表すと,  

1)4(4)14)(14( +++=++= lkkllkxy  

よって, 積 xyは 4で割ると 1余り, 集合 Aに属する。 

(2) 条件より, km 2= とおくと, k≧1のとき, 二項定理より,  
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k L は 4の倍数より, m3 は 4で割ると 1余る。 

なお, 0=m のときは 13 =m から, このときも 4で割ると 1余る。 

以上より, m3 は Aに属する。 

(3) まず, (2)と同様に考え, nm + が偶数の場合は, M, Nを整数として,  

(i)  km 2= , ln 2= のとき 

)14)(14()148()18(4997373 22 ++=++=== NMlklklknm  

すると, (1)の結果から, nm73 は Aに属する。 

(ii) 12 += km , 12 += ln のとき 

)14)(14)(120()14(7)14(37373 1212 +++=+×+== ++ NMNMlknm  

すると, (1)の結果から, nm73 は Aに属する。 

次に, nm + が奇数の場合は,  

(iii) km 2= , 12 += ln のとき 

)14416)(34()14(7)14(7373 122 ++++=+×+== + NMMNNMlknm  

すると, nm73 は 4で割った余りが 3となり, Aには属さない。 

(iv) 12 += km , ln 2= のとき 

)14416(3)14)(14(37373 212 +++=++== + NMMNNMlknm  

すると, nm73 は 4で割った余りが 3となり, Aには属さない。 

(4) 1212 73 ++ nm の正の約数は, 120 +mk≦≦ , 120 +nl≦≦ として lk73 と表せ, こ

の中で A に属する数は, (3)の結果から lk + が偶数の場合である。この数全体の和

を Sとすると,  
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［解 説］ 

整数についての問題で, (2)までは実質的に文理共通です。(1)と(2)が(3)の, そして

(3)が(4)の誘導になっています。 


